
山形県工業技術センターは、県内ものづくり企業と真摯に向き合い、今より一歩先に進むための支援を全力で行います。 
技術的課題解決のための身近なパートナーとして、お気軽にご利用ください。 

技術相談・情報提供 

研究開発         

技術者養成       

受託試験・設備使用   

◇ 技術相談（来所・電話等）  7,799件 
◇ 出張相談              1,028件 

◇ 県単独事業研究          21件 
◇ 外部資金による研究        8件   
◇ 企業との共同研究・受託研究    21件 
◇ 企業とのトライアル共同研究※  39件 
 ※ 短期間で試行的な共同研究 

◇ マンツーマン研修（ORT）   29単位 
    ※1単位は､研修生1人､10日の受入 

◇ 製造企業技術者研修受講者   188名 

◇ 受託試験・分析          17,749点 
◇ 企業からの設備使用      11,280点 

◇ 研究・成果発表会の開催 
◇ 広報誌（技術ニュース）の発行 
◇ ホームページによる情報提供 

【お問合せ先】 
   企業支援室    TEL：023-644-3222 
             yrit@yrit.pref.yamagata.jp 山形県工業技術センターの紹介 
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2020.４.1現在 

連携支援 

◇  製品化支援件数           50件 
 

主な５つの業務 ※R1年度実績値 長期ビジョン 計画期間：R2～6年度 

機械 
  

金属 

電気・電子 

化学・表面 
 

セラミックス 

プラスチック 

繊 維 

木 材 

食 品 

醸 造 

11の技術分野 

デザイン 

「つくる力」のイノベーション 

2018年に創立１００周年を迎えた当センターが、企業さまと歩む“次の１００年”を見据えて策定しま

した。顧客や社会のニーズを的確にとらえた高付加価値な製品や事業を創出するために、技術支援・研究

開発・組織運営を通じて、県内企業の≪「つくる力」のイノベーション≫を全力で支援していきます。 

５つの達成目標 

5件 / R2～R6年度 

50件 / R2～R6年度 

20億円 / R6年度 

新規創業・新規事業の創出 

ものづくり現場のスマート化 

生産性向上科 
新設 

企業への貢献 

技術支援や研究開発により、県内企業の新規創 
業の立ち上げや新規事業への参入を支援します。 

IoTやAI、ロボット等のデジタル新技術を活用 
し、ものづくり現場の効率化を支援します。 

工業技術センターの利用により、県内企業の収益 
増や工程改善に貢献します。 

技術移転・製品化 

設備利用 

３００件 / R2～R6年度 

5万件 / R6年度 

共同研究や各種研修により、技術移転や製品化 
支援を行います。 

企業の皆さまが利用しやすい環境を整え、現在 
約２.５万件の設備利用数を倍に増やします。 

８つの戦略  １８の実行計画 

長期ビジョンの全文は、 
工業技術センターHPの 
トップメニュー「公開情報」  
からご覧いただけます。 



デザイン振興事業 デザイン導入支援 ＜事業内容＞ 

工業技術センター（山形） 

デザインの価値や手法を伝えながら、商品開発全般を支援。共に
考えデザイン活用を体験することで、今後のデザイン導入のため
の下地づくりやノウハウを提供。 

エクセレントデザイン事業  

ものづくり創造事業 

＜事業内容＞ 

どうやって 
届ける？ 

誰に？ 

何を？ 

共感 

問題 
定義 

アイ 
デア 

プロト
タイプ 

テスト 

生活者の視点 

× 

× 

県内企業が、新たな価値を創出し、市
場へ提案していくための手法を学ぶ勉
強会やセミナーを開催。 
テーマは市場・技術のトレンド等から
設定。 デザイン思考 製品開発 

製品化支援の事例 

選定・顕彰（R1開催） 

山形エクセレントデザ
インの受賞企業等を対
象に、ブラッシュアッ
プスクールを開催。売
り場視点からの商品の
ブラッシュアップと販
路開拓手法を学ぶ。 
また、実践としてバイ
ヤー向け展示会への出
展も行う予定。 

販路開拓支援“ブラッシュアップスクール”（R2開催） 

選定品の展示をメイ
ンに、山形のものづ
くりとデザインを広
くPRする展示会を開
催予定。 

県内企業が企画
開発した優れた
デザインの製品
を選定・顕彰。 
 
R元年度は、 
7～9月募集、 
10月審査会、 
12月表彰式を実施 

 展示会（R2開催） 

県内企業がデザイン
を活用した自社商品
開発に取組むきっか
けづくりのため県内
外のデザイナーと企
業の交流会や相談会、
企業見学会を行う。 

デザイン活用促進“デザ縁”（毎年開催） 

[ 2019選定品 ] 

＜これまでのテーマ＞ 
平成28年度：ロボット活用 
平成29年度：デザイン思考 
平成30年度：バックキャスト思考 
令和元年度：環境エネルギー、不便益 

勉強会の様子 

＜事業内容＞ 
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連携支援部 デザイン科 

デザ 
イン 

木材 

山形市松栄2-2-1 
TEL: 023-644-3222（代） 



生産性向上科 

連携支援部 生産性向上科 

【 これまでの成果 】 

ロボットやFAラインなどを供給する企業（ロボ 
ットシステムインテグレータ）と利用企業に対し
てを実機を用いて技術支援。 
・生産ラインやロボットのシミュレーション、ロ

ボット導入検討(用途の検討、投資対効果見積
などの研修) 

・ロボットシステムインテグレータ研修 
 (ロボット操作やシステム構築など) 
・ロボットによるワーク搬送などの実証試験 
・協働ロボット仮想生産ラインの見学や操作体験、 
 導入相談  

生産現場の検査工程省力化を進めるため、近赤外
光、紫外光などの不可視光画像、高精細画像を用
いた高速画像処理技術の開発、検査機器を開発。 
 
・穀粒品質判定装置 
・樹脂ペレット形状計測装置 
・高精度寸法計測装置 
・GPGPUを用いた高速画像処理 など 
 

画像処理技術    ＜研究開発＞ ＜研究開発＞ ロボットによる生産性向上支援    ＜技術支援＞ ＜研究開発＞ ロボット導入の超上流設計 ＜研究開発＞ 

県内企業の生産性向上を支援するため、AI、IoT、ロボットなどに関する相談をワンストップで対応。 

産業用ロボット・ 
    協働ロボット シミュレーターの活用 プレス製品のバリ検査装置 樹脂製品の外観検査例 

[独自の取り組み] 
 ロボットハンドに関する研究、「やまがたロボット研究会」の活動（セミナー、スモールラボなど）、 
 商工会イベントなどでのロボット導入支援の啓発普及 

山
形
県
内
企
業 外部コーディネーター等 

（産業支援機関、銀行等） 

相 

談 

生産性向上に関する相談 

連
携 

生産性向上科 

連
携
に
よ
る 

最
適
な
解
決
法 

工業技術センター 
各技術担当部 

大学、他県公設試、 
産総研など 

産業支援機関、 
技術コミュニティ 

県内企業マッチング
(SIerなど） 

・・・ 

生産性向上のワンストップ窓口として企業の課題に寄り添う 

課題分析・解決法模索 
・経営課題 
・費用対効果 
・技術的実現性 
・持続可能性 
・技術者養成 
・助成制度活用 など 

フィルタ処理 

面積計測 

ロボットを初めて導入する企業のためのロボット
導入手引きを作成。ロボットを設計製作してくれ
る設備業者に伝えるべきこと、その前に自社で準
備しておくべきこと、を整理したテキスト。 
・マンツーマン研修 
・工場視察（導入可能性調査レポート） 
・研修講師派遣 

研修講師派遣 
「ロボット導入の基礎」 

導入可能性 
調査レポート 

状況分析 工程分析 工程設計 要求仕様 
円滑な 
導入 

自動化が進ま
ない原因は？ 

どの工程を自
動化する？ 

自動化で得た
い効果は？ 

設備業者に伝
わる資料作り 

自動化阻害要因
ワークショップ 
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電気 
電子 

工業技術センター（山形） 

生産性向上科の活動   

生産性 
向上 

山形市松栄2-2-1 
TEL: 023-644-3222（代） 



工具 

被削材 

【 これまでの成果 】 【 現在の取り組み 】 

超精密加工技術 

５軸加工機による工程集約能力の検証 

精密機械金属技術部 

＜研究開発＞ 

＜実用化＞ ＜研究開発＞ ＜実用化＞ ＜研究開発＞ 切削加工におけるびびり振動抑制と加工能率改善 ＜研究開発＞ 

大型シーブの一例 

マルテンサイト球状黒鉛鋳鉄 (独自材質) の 
高硬度化、硬さ制御技術を確立。 

○組織改質による硬さの安定化 
○熱処理による硬さを精度良く制御 
○機械加工性、補修溶接性の検討 

  ⇒ エレベータ用大型シーブ等への応用 
  ⇒ 新たな用途（金型等）への展開 

鋳鉄の耐摩耗性向上及び安定化技術の開発 

微細切削加工 

単結晶ダイヤモンドバイト 

被削材: Ni-Pめっき 
寸法: １０×１0 mm 

楕円振動切削による微細溝加工（機能性表面） 

被削材: ニッケルリンめっき 
１μｍ以下の微細凹凸 
（反射防止・親水性の機能性付与） 

 人口減少に伴う労働力不足へ
の対応が喫緊の課題となってい
る。機械加工におけるその対応
として、生産能率向上が期待で
きる５軸加工機の稼働機会を増
やすための工程再構築および金
型の磨きレス切削加工技術を確
立する。 
 

５軸加工機と加工例  

アルミニウム合金 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ ＜研究開発＞ 

レーザ援用微細穴加工 

被削材: 石英ガラス 
Φ0.1mm貫通穴 

びびり振動の解析 

コーナー部で特に生じやすい 

フェーズドアレイ超音波探傷法を用いた鋳物内部欠陥評価手法の確立 ＜研究開発＞ 

鋳鉄内部欠陥の評価方法にフェーズドアレイ超音波探傷法を用い 
内部欠陥の位置や寸法を精度良く把握するための技術開発。 
 

○鋳鉄材質の違いによる超音波伝播時の音 
   響的性質の把握 
○鋳鉄材質ごとの最適な探傷条件を検討 
 

   ⇒鋳鉄の内部欠陥を精度良く推測が可能 
 ⇒精度の良い結果から、最適な鋳造方案 
  の検討が可能 
 ⇒良品率の向上に有効   

探傷の様子と探傷画面 

低・中炭素鋼の球状化焼なましの改善（岩手・宮城・山形公設試連携） 

金属組織の例 

（球状化焼なましされた高炭素鋼） 

球状化焼なまし処理の熱処理条件を変えて実験を行い、冷間鍛造性や 
塑性加工性の改善のための最適な球状化焼なまし処理条件を求める。 
 
○熱処理条件の検討（加熱保持温度、 
 冷却速度、加熱サイクル） 
○効果が見込まれる熱処理条件に関して、 
 処理材料の機械的性質の調査 
 

    
球状化が難しいとされる低・中炭素鋼の 
最適な球状化焼なまし処理条件の把握  

＜研究開発＞ 

電着ダイヤモンド軸付砥石 単結晶ダイヤモンドバイト  切削加工中の工具や被削材の
振動が増幅されて生じるびびり
振動は、加工能率の低下を招く。 
 本研究では、工具および被削
材の振動特性を測定・解析する
技術を確立し、びびり振動の抑
制と加工能率の向上を実現する。 
 

工具 

インパクト
ハンマ 

インパクトハンマと 
MATLABによる振動解析 

びびり振動の小さい工具回転数を予測 

・ワンチャッキングで 
 複雑形状の加工が可能 
 ：工程集約能力の検証 
・工具回転中心位置の回避 
 ：磨きレス加工技術の確立 
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機械 
 

金属 

工業技術センター（山形） 山形市松栄2-2-1 
TEL: 023-644-3222（代） 



半導体製造技術やプリンテッド（印刷）エレクトロニクス技術を活用した 
微細加工技術による各種IoT向けセンサ等マイクロデバイスの開発。 

 

・赤外線センサ用サーモパイル 

・生化学分析チップ 

・ＭＥＭＳ金型 

・シリコン共振子型においセンサ 
・ｐHセンサ 
・湿度センサ 

生産性向上のためのIoT測定システムの構築 
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電子情報システム部 

＜研究開発
＞ ・ MEMS技術により立体構造の

微細加工、転写を行い、これ
を型としたマイクロコンタク
トプリント法を開発。 

・深掘エッチング技術による貫通
構造形成を応用し、電流セン
サを開発。 

3D-MEMS加工 

プリンテッドデバイス 
（フレキシブル湿度センサ） 

3D-MEMS加工と超微細転写技術の開発 

MEMS技術 （Micro Electro Mechanical System） 

＜研究開発＞ 

企業の現状把握支援を迅速にするため、
エッジデバイスを用いた電流や照度、距離、
温度などのデータを収集、整理、可視化す
るひな型システムの構築。 
・ベースとなる工程測定システム開発 
・企業への導入による試験実証 
・AIによる正常/異常の状態判定 
 

光計測・画像処理技術  光を用いた非接触形状計測技術の開発  

高精度寸法計測装置と補正用ゲージ 

＜研究開発＞ 

近赤外光、紫外光などの不可視光 

画像、高精細画像を用いた高速画 

像処理技術の開発。  
・穀粒品質判定装置 

・樹脂ペレット形状計測装置 

・高精度寸法計測装置 

・GPGPUを用いた高速画像処理 

など 

センサーネットワークによる情報収集システム開発 

無線技術を利用した最適ネットワー
クシステムの構築。 
 

IoT向け軽量通信規格への対応 
 

MEMS複合センサー(温度、湿度、  
CO2、風速)、及び各種汎用センサー
を利用したシステムの構築 
 
クラウド環境を利用したセンサーデ
ータの収集、解析 
Webアプリケーションによるデータ
の見える化 

＜研究開発＞ 

シリコン共振子型 
においセンサ 

電流センサ 
（MEMS型ロゴスキーコイル） 

OCT計測装置と塗装膜観察例 

D
B 

センサーノード無線通
信ネットワーク 

ゲートウェイ 

３G/LTE IoT向けプロトコル 

＜研究開発＞ 

【 これまでの成果と現在の取り組み 】 

電波暗室 

IoTイノベーションセンターの電波暗室、
シールドルームを用いて、電子機器の漏
洩電磁波に関する試験、シミュレーショ
ンにより品質保証や新製品の設計、製造
の支援を行う。 
・EMC（電磁両立性試験）の漏洩電磁
波に関する試験 
・ノイズ耐性試験 
・商用電源への影響量測定試験 
・製品の電気的安全性試験 
・漏洩電磁波の分析 
 

光断層画像化法（ＯＣＴ）により積層塗装
の断面解析を行い、積層塗装膜の層膜厚計
測や塗装欠陥部位断層観察が行えるシステ
ムを開発。 

・塗装膜厚計測システム 

・塗装膜解析システム 

・断層画像観察用ビュアー 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

EMC（電磁両立性試験）および漏洩電磁波分析 ＜技術支援＞ 

漏洩電磁波分析 

多種のセンサ・デバイス 

工業技術センター（山形） 

ストレージ 
クラウドサービス 

電気 
電子 

山形市松栄2-2-1 
TEL: 023-644-3222（代） 



エアスルー砥石 

化学材料表面技術部 

【 これまでの成果 】 

 
 
 
 

＜研究開発＞ 

【 現在の取り組み 】 

難削材の複雑形状加工を可能とするカーボンナノチューブ 

複合長寿命レジンボンド砥石の開発【サポイン】  

＜研究開発＞ 
＜実用化＞ ＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

連続繊維強化樹脂の高品位加工技術と工具の開発 
＜研究開発＞ 

軽量・高強度樹脂複合部材の成形技術の開発 

防縮性と抗ピリング性をあわせもつウールによる 

縫い目のないインナー製品の開発【サポイン】  ＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

熱溶解積層（FDM）方式金属3Dプリンティング 

技術の開発  

鋳型に用いるセラミックススラリーの管理方法に 

関する調査研究  

＜研究開発＞ 機械的信頼性向上に向けた熱可塑性樹脂成形加工 

技術の開発 

＜研究開発＞ 

熱可塑性樹脂の成形条件と機械的
特性の関係を定量的に調査し、適
正な成形条件を確立。 
 
 ⇒ 機械的信頼性が向上 内部歪みの観察 

金属
短繊維強化樹脂

短繊維GF/熱可塑性炭素繊維強化樹脂
(CFRTP)と金属の一体成形品の寸法安
定、機械的強度に係わる成形条件、評
価手法の確立。 

【課題】ロストワックス鋳造時の鋳型材である 
    セラミックススラリーの状態が不安定 

ウールに非塩素系の酸化還元処理 
を行い、防縮性と抗ピリング性を 
あわせもつインナー製品の開発。 

毛玉の発生 洗濯収縮（左→右） 

金属と樹脂等の混合物を3Dプリ
ンティングで造形し、出来上がっ
た造形物を脱脂・焼結することに
よって、金属からなる造形物を作
製する技術の開発。 

カーボンナノチューブ（CNT)を複合 
したレジンボンド砥石を開発。 
 
・CNTの複合化により砥粒保持力を改善 
・CNTと耐熱レジンとの組み合わせに 
 より耐熱性、放熱性、高温耐摩耗性を改善 
・上記の特性により、砥石の長寿命化を実現 
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＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

連続繊維強化樹脂の高品位加工を目
的とした、目詰まりせずに加工可能
な砥石の開発及び加工技術の開発。 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

エアを内部供給し、 
目詰まりを排出しながら加工 

ＣＦＲＰ 

エア エア 

セラミックススラリー 

【調査】元素分析等から原料の高純度シリカ中 
    の不純物元素が影響していることを把 
    握し、再現実験から実証 
 
  ⇒ 製造時の品質管理レベルが向上 
 

接合部のイメージ 

各種分析装置による技術支援 ＜技術支援＞ 

製品開発、品質管理、 
不良原因の調査のため 
の試験、分析の支援。 

ICP発光分光分析装置 アルミニウム濃度が異なる 
         溶液の測定例 
 

工業技術センター（山形） 

プラス 
チック 

繊維 

化学・ 
表面 
セラ 

ミック 

山形市松栄2-2-1 
TEL: 023-644-3222（代） 



【 これまでの成果 】 【 現在の取り組み 】 

高品位な県産酒の開発と支援   多様な酒造技術の提案 

高付加価値食品素材の開発と新商品開発 高付加価値食品の開発 

・果肉の軟化抑制技術を応用した果実加工品開発 

    →  カルシウム剤浸透処理による加工、保存時の果肉 

         の軟化抑制技術の開発 

  →  食感を保持した果実加工品の開発へ 

 

・「やまがたオリジナル乳酸菌」の分離選抜と 

                 新規発酵食品開発 

    →  県産資源より植物性乳酸菌を分離選抜 

  →  発酵により新たな香味を付与した飲料や発酵粉末へ 

 

・新素材「ラ･フランスパウダー」 

    「ラ･フランスエッセンス香料」の開発 

    →  ラ･フランスの香味を生かした菓子、飲料などの 

         新商品開発に応用中 

乳酸菌発酵飲料 (試作品) 

食品醸造技術部 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 

・「雪女神」を使用した純米大吟醸酒の高品位化 
 → 「雪女神」に適した県オリジナル麹菌の開発、      

   高精白（精米歩合35%）での精米試験、試験 

   醸造を行う 

 

・酒造用原料米の新たな分析システムの開発 

 → アルカリ崩壊試験による画像処理と化学分析 

   結果との関連を解明、年次変動の大きい酒米 

   溶解度の高精度・迅速判別システムの構築 

 

・酵母混合発酵による新たなワイン発酵方法の 

   開発 

 → 特性の異なる複数の酵母の組み合わせによる、 

   個性的な香りや甘みを感じさせる山形独自の 

   発酵方法の開発 

・蛍光3次元センシングを活用した新規果実加工・品質   

 評価技術開発（慶應義塾大学との共同研究） 

  →蛍光3次元測定、メタボローム解析、味覚センサー等を  

  使用し果実、加工品の品質を数値化する技術を開発する 

  →高品質な県産ブドウ（大粒、薄皮、種無）果実を活用し 

  果実を丸ごと利用した新規な加工品を開発する 
 

・やまがたオリジナル微生物を活用した県産米ぬか 

    加工食品開発   

    →県オリジナル微生物を活用し、県産米ぬかの栄養価を 

   活かした食品・食品素材の開発 

  →米ぬかの加工利用を目的とした酸化劣化・微生物制御 

   技術開発 
 

・山形県産酒粕を利用した新規食品開発 
  →山形県産酒粕の各種分析による特性調査および 

   県産酒粕の各種成分データベースの構築 

  →山形県産酒粕を使った新規食品開発 

 

ラ･フランスパウダー（左） 

ラ･フランスエッセンス香料（右） 

・「雪女神」などの県オリジナル酒造好適米を 

                使用した試醸試験 

 → 「出羽燦々」、「雪女神」などに適した酵母の    

   開発、製品化支援 

 

・マロラクティック発酵（MLF)による 

            新タイプ純米酒の開発 

 → 洋食やチーズ料理に合うMLF純米酒の開発 

 

・セミヨン品種を中心とした 

       高付加価値ワイン製造技術の構築 

 → 高品位な極甘口ワイン製造技術の支援 

 

・官能センシング技術を活用した県産酒の評価 

 → 県産酒の包括的な香味成分の分析評価 
MLF純米酒 

新酒造好適米「雪女神」 

県内で栽培されている醸

造用ブドウより野生酵母

を分離 

新たな麹菌の開発 

ラ･フランス果実加工品 

山形県産酒粕 酒粕商品イメージ 

県産米ぬか   商品イメージ 

ブドウ果実を丸ごと利用し

たジャムとフルーツソース 
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タフテッドパイルカーペットの風合い定量化にむけた官能評価 

およびインバース緩和法の検討 ＜研究開発＞ 

X線CTや高速度カメラ等を活用した不具合解決の支援 
                                ＜技術支援＞ 

信頼性評価技術の支援                  ＜技術支援＞ 

 繊維製品の摩擦堅ろう度向上技術の開発    ＜研究開発＞ 

特産技術部 特産技術部 

機電技術部 

機電技術部 

【 これまでの成果 】 【 現在の取り組み 】 

 
 「信頼性」とは製品がある条件で規
定期間要求された機能を果たすことが
できる能力である。信頼性を短時間で
評価するため、振動試験装置、冷熱衝
撃試験装置、落下衝撃試験装置、耐水
試験機等を用いた試験を行っている。 
 令和元年度からは「信頼性技術と加
速試験の基礎」のテーマで研修を行い、
講義・演習と試験装置の実演で学んで
いただく機会を設けている。 

 濃色生地の摩擦堅ろう度低下が著しい絹、綿、レーヨン素材におい
て、摩擦用白布への汚染状態解析から、その汚染防止対策技術を確立。 
 
・乾摩擦は染料のみによる汚染 
 ⇒  洗浄とシリコン系平滑加工で改善 
 
・湿摩擦は染料を取り込んだ分繊素材と 
 色止め加工剤等の剥離による汚染 
 ⇒  摩擦抵抗を極力減少させる反応型 
    シリコン系平滑加工及び柔軟加工 
    で改善 
 

乾燥した白布
で摩擦
↓

乾摩擦

湿潤した白布
で摩擦
↓

湿摩擦

特に濃色生地
で問題が多い

  X線ＣＴでは、Ｘ線の透過像を立体化して観察し、製品や部品の欠陥等
を探ることで不良原因究明を支援。高速度カメラでは、一瞬の現象を
ゆっくり再生することで、不具合の解決を支援。その他にも、表面粗
さ・輪郭形状測定機、電子顕微鏡などを用いて不具合解決を支援。 
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高速度ビデオカメラ観察例  
（試験片破断、1/9300s） 

  

 
 
 

 カーペットを人がどのように評価しているか官能評価により調べ、
パイルの反撥性、回復性を評価する。物理量と官能量を組み合わせ、
風合いの定量化を目指す。 

圧縮試験 

官能試験 
実際に人の手によって行う 
風合い用語を用いた評価 

風合いの定量化 
↓ 

手触り感などの 
付加価値の見える化  

X線CT観察の例（コンデンサ） 

振動試験実施例 
（梱包物への水平加振）  

置賜試験場 

電気 
電子 

機械 
 

金属 
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化学・ 
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セラ 

ミック 

米沢市窪田町窪田2736-6 
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低塩漬物例 

【 これまでの成果 】 【 現在の取り組み 】 

＜研究開発＞ ＜研究開発＞ 複合酵素・発酵技術とメタボロミクスを活用した高付加価値果実加工品開発 
＜研究開発＞ 

＜研究開

発＞ 

機電技術部 

機電技術部 

特産技術部 特産技術部 

・官能センシング技術による果実の品質評価 

・加工素材開発（ペースト、パウダー、果実酢、ジャム） 

・機器分析による生理活性成分解析 

発酵と官能センシング評価を活用した新規低塩漬物開発 ＜研究開発＞ 

・凍結脱水法による塩蔵、脱塩の不要な古漬様低塩漬物の開発 

・官能センシング技術による漬物の風味の評価 

木製フレームによる照明器具の開発支援 ＜支援事例＞ 

・家具や家屋等に使用されているホゾ組み加工による木製の  

組立式小箱を開発 

・この木製小箱を応用した照明器具（右図）の製品化を支援 

＜研究開発＞ 

＜研究開発＞ 
精密万能材料試験機を活用した製品開発・品質管理の支援 ＜技術支援＞ 

・金属、プラスチック、セラミックス等の材料や       

 製品の強度試験（引張、圧縮、曲げ）に対応可能 

・高精度なロードセル、操作性の良いソフトウェア   

 を備え、信頼性の高い試験を効率よく実施可能 

・T溝付き定盤、空気式つかみ具、非接触式変位計 

 を備え、様々な形状・材質の試料に対応可能 木製小箱照明器具 

＜研究開発＞ 鉄鋼材料の浸窒焼入れにおける熱処理条件に関する調査研究 ＜研究開発＞ 

・高硬度と低ひずみを両立する熱処理技術に関する 

 企業ニーズが増加 

 →新しい表面熱処理技術「浸窒焼入れ」に注目 

 

・金属組織、硬さ、結晶構造、元素分布を評価し、  

浸窒焼入れ組織に及ぼす熱処理条件の影響を調査

→浸窒焼入れにおける金属組織制御指標の取得 

 

⇒従来では対応できなかった新規部品等への展開 
浸窒焼入れ層の金属組織

（SPCC材） 

強度試験結果のイメージ 

試験力 

変位 

試料Ａ 

試料Ｂ 

強度：Ａ ＞ Ｂ 

延性：Ｂ ＞ Ａ 

 

100μm 

焼入れ層 

破断点 

＜研究開発＞ 追熟型果実の加工適熟判定と凍結果実の加工技術開発 ＜研究開発＞ 

・追熟による県産果実の特性変化の把握（梅、柿、西洋ナシ） 

→色調、物性、成分の経時的な分析 

・果実毎の加工品に適した熟度判定 

→加工品製造時に重要となる要因の評価 

・凍結果実の調味浸漬技術 

→凍結した果実を利用した加工品開発 

燻製技術を応用した新規ドライフード開発 ＜研究開発＞ 

・燻製処理条件および評価方法の検討 

・燻製製品試作とその風味評価 
魚燻製・漬物燻製 

追熟型果実原料と加工品 

IoT/AIを活用した製品検査・品質管理・生産管理の支援 ＜技術支援＞ 

・小型無線デバイスに様々なセンサーやカメラ等を取り付け、既存設備の稼働 

 状況の把握や、生産品の追跡、管理を可能にするシステムを開発 

 

→使用する環境や収集する情報に合わせて、使用するデバイスや、通信方法を 

 選定し、最適なシステムの開発や導入を支援 

→カメラやマイクからの情報をAIで解析することで、高度な品質検査や、異常 

 検出を行うシステムの開発を支援 

データベース 

クラウド 

センサー 

監視 解析/AI 

庄内試験場 

電気 
電子 

機械 
 

金属 

木材 

プラス 
チック 

食品 

化学・ 
表面 
セラ 

ミック 

東田川郡三川町大字押切新田字桜木25 
TEL: 0235-66-4227 



製品化支援事例集 ＜研究開発＞ ＜研究開発＞ 
技術シーズ集 

ホームページ 

ホームページに114件の技術シーズを紹介しています。 
詳細については，お気軽にお問合せください。 

ホームページに84件の製品化支援事例を紹介しています。 
工業技術センターの活用方法の参考になれば幸いです。 
                     （5/1現在） 


